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第 49 回電子情報化委員会 議事録 
 

日時：2011 年 12 月 12 日（月）14:00～17:00 

場所：JCI 11F 第 5 会議室 

出席者：中村委員長、三木幹事、浅本、甲斐、田嶋、八十島、吉岡の各委員 

（事務局）五十嵐専務理事、井上、戸口 

資料 

49-0：電子情報化委員会（第 49 回）議事次第 

49-1：第 48 回電子情報化委員会議事録（案） 

49-2：ACI 図書会員価格（20%off）に関する案内 

49-3：コンクリート工学年次論文集 HTML 自動作成ツール（HACT）の利用マニュアル 

49-4-1：JCI ホームページについてのアンケート結果 

49-4-2：専門家用 HP の設置（案） 

 

議事 

1. 前回委員会議事録（案）の確認（三木幹事、資料 49-1） 

・ 第 48 回議事録（案）の内容を確認し、原案を承認した。 

 

2. メールニュース登録者について（事務局） 

・ 現状の登録者数 5400 名（2011 年 12 月現在、会員 1700 名、非会員 3700 名）。前々回委員会

（6 月）より約 1000 名増。 

・ 9/10 診断士講習会、10/11 技術講習会にて登録案内したため、非会員登録者が増えた。 

・ 事務局より、新規の会員登録の際に、メールアドレスを登録できる様式に変更することが報

告された。これに対して、学生会員の増加が見込まれる年次大会登録に間に合うようにして

もらいたいとの意見があった。 

 

3. 電子公開について 

・ 事務局戸口氏より進捗状況が報告された。さらに、J-stage のバージョンアップに伴い、J-stage

と Journal@rchive が統合される予定であることが紹介された。 

・ 電子公開が開始された旨を広く周知するために、案内文を HP に出すことにあった。その際

に、論文集は一般でも見ることができることを周知する文章を作成する（担当：三木） 

 

4. 会員専用ページ 

4.1 ACI 図書購入（事務局井上、資料 49-2） 

・ JCI 会員専用ページ内に、ACI HP の書籍購入ページへのリンク URL を掲載する予定である

ことが報告された。 

4.2 これまでの問い合わせ内容 

・ パスワードの発行方法、団体会員の取り扱いについての問い合わせがあったことが事務局か

ら報告された。なお、現在、団体会員には 200～300 程度が入会している。 
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・ 団体会員の登録について、設立日をユーザ ID に設定し、確認用に代表電話番号を登録して

おくことになった。 

・ 登録完了メールの送信が遅いとの問い合わせについて、毎月 10 日前後で情報更新している

ため、メール送信が若干遅れることもあるとの報告があった。 

 

5. 年次論文集 HTML 自動作成ツール（HACT）利用マニュアル（八十島員、資料 49-3） 

八十島委員より、本ツールの利用方法が紹介された。 

・ 本ツールでは、論文一覧と PDF リンク付論文概要の HTML ファイルの作成、論文ファイル

名の変更、Basic 認証要の.htaccess ファイルの作成、一連の作業が自動化できる。 

・ 年次論文集 CD-ROM の検索立ち上げが遅いとの意見があった。10 年前のファイルメーカー

で作成したものであることが理由と考えられる。事務局で最新版への更新、もしくは早く立

ち上げる方法を確認することになった。 

 

6. アクションプラン 2011 について 

6.1 日本語 HP 専門家向け（吉岡委員、資料 49-4-1、49-4-2） 

吉岡委員より、実施したアンケートの内容が説明された。 

・ アンケートは技術講習会、診断士講習会にて配布し、技士受験希望者の意見を集めた。 

・ 情報収集についてはコンプロネットを利用して情報交換をしている。 

・ IT を活かしたコンテンツ、例えば You tube のような講習会の内容配信が望まれている。 

・ 失敗事例などの情報を多くの方が希望している。この件、JCI コンクリート基本技術調査委

員会（委員長筑波大学山本教授）がまとめている内容が関連するとの意見があった。事務局

より、来年くらいに情報発信の方法を検討する予定であることが紹介された。電子情報委員

会でも情報を収集することとなった。 

6.2 アクションプランについて 

・ JCI としての広報の方針が決まらないと様々な試みは進めることができない。実行のために、

各アクションプランを具体手順とともに企画書を理事会に提案することとなった。 

・ 動画配信、PDF＋音声 

 具体的、技術的な方法を調べる。（担当：田嶋委員、浅本委員） 

 研究委員会の話題提供などを対象に試験的に実施する。 

・ 委員会報告書の電子公開（会員専用ページにおける会員向け公開）（田嶋委員） 

 研究委員会は前向きである。掲載している図や写真の転載許可を取っていないことも想

定されるため、今後は著作権を JCI に譲渡するとともに、執筆時に版元の確認を徹底す

るよう、研究委員会へ依頼することになった。 

・ メールニュース（高橋委員） 

 会員のアドレスを集める方法について、会員専用ページに登録時に収集することも可能

であり、技術的には実行済みである。 

・ 会誌コンクリート工学（兼松委員） 

・ コンクリート工学論文集（椛山委員） 

・ コンクリート工学年次論文集（田所委員） 
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・ 会員専用ページ・各種電子システム（八十島委員） 

・ 研究委員会 HP（浅本委員） 

 HP 担当の委員に催促する。アクセスカウンターを設置したいが使えない。 

・ 英語版 HP（浅本委員） 

 デザインは日本語とあわせるよう、内容を充実させる。会員専用ページの英語版、留学

生向けアンケート、入会案内の英語版が必要である。 

 マスコン関係はニーズがある。また、ひび割れ講習会のテキストなど、海外からのニー

ズが高いもので、HP に掲載可能なものを調査する。 

・ 専門家用 HP（吉岡委員） 

 アンケート結果にて要望の高く、実現できる項目について、具体手順を示すための企画

書を作成することになった。 

・ 一般用 HP（舌間委員） 

 コンテンツについては、HP WG が対応する。 

 式の散歩道について、大阪大会でいったん終了している。ただし、50 周年（2015 年）

の際に企画をしているとのことが事務局より報告された。 

・ HP WG（三木委員） 

 2007 年に更新したままであり、大幅な更新が必要である。 

 

7. 次回日程 

・ 次回は 2012 年 3 月 23 日（金）15：003 月 16 日（金）17：30 から、JCI 会議室にて実施する。 

以上 


